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第 1 章 研究背景 

多くの女性は再就職にあたり「希望する仕事内容」で再就職先を選ぶことの難しさを感

じていると論じている。再就職を経験している女性の多くは，仕事内容よりも両立のしやす

さから勤め先を選んでおり，「希望する仕事内容」から再就職先を選んだ人は，「勤務時間等」

で選んだ人よりも仕事のやる気もやりがいへの満足度も高いことも分かっている（的場，

2014）。 

仕事への「やりがい感」に影響を与える要因について，子どもがいる女性労働者を対象

に行った研究では，「いつかあの人のようになりたい」と思えるような同僚や先輩の存在が

あること，なんでも相談できる人間関係などが挙げられる（高橋，2007）。また，育児期

女性を対象にキャリア選択と育児負担感の関連を検討した研究では，現在の就労形態が希

望通りである場合は育児負担感が少ないとされている。しかし，結婚・出産後に再就職を

した女性は望む職を得ることができず，結婚・出産前の職と比べ満足できる就業ができな

いことが指摘されていることや，中年期女性は，キャリアの妥協により人生の意味を低下

させ抑うつを高めることが示されている（熊野，2020）。 

第 2 章 先行研究と目的 

女性就業における活躍や促進を促すためには，雇用の不確実性や低所得による不安を抱

くことなく，女性が正規雇用労働者として健康的に活躍していくためのキャリア自己効力

感の高揚と維持が必要であると言える（渡邊，2018）。キャリア自己効力が高い人ほど積極

的に自らのキャリア開発を行うもの示されており（小泉・朴・平野，2013），子育て中の女

性の中には，キャリア自己効力感を持つことは，希望する正規社員としての再就業につな

がる可能性があるとも示されている（渡邉  2018）。 

子育てをしながら働く女性は，やりがいのある仕事や上司の支援など仕事環境に恵まれれ

ば，仕事が子育てによるストレスを和らげ，仕事に対する満足度を高めることも示されてい

る（荒木・2022）。従業員の WLB とキャリア形成にとっては，仕事と家庭がお互いに良い

影響を与え合うような働く環境を整えることが重要であると考えられる（荒木， 2022）。

WLB の下位概念とされる「ワーク・ファミリー・エンリッチメント以下：WFE」は，仕事

役割と家庭役割は必ずしも互いに阻害状況を生み出すだけではなく，仕事と家族役割間の相

互作用において，一方の役割や他方の役割に肯定的な影響をもたらすと言われている。 

職場における上司の役割の重要性から，Hammer et al.  （2007）は従業員の仕事と家庭生

活の両立に寄与する資源として，家庭生活に対する上司支援行動を挙げ，「上司の家族支

援行動    以下：FSSB）」を提唱した（岸野，松下，市村，大矢，鈴木，2019）。Sargent  ら

（2022）は，FSSB は男性よりも女性の方がより要求度が高く，上司が女性従業員に対して 

FSSB をより多く示す機会を作ることが求められてくると述べている。また，FSSB により

部下の仕事と家庭生活の向上に影響し，結果として部下の離職意図やワーク・ファミリ

ー・コンフリクトの低減，ポジティブ・スピルオーバーや職務満足を高めることが示され

ている（Hammer et al，2009）。 
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女性にとって家庭に対する生きがいは人，生全体としての生きがいとしての意味を持つ  

ことが示されている。2018 年に実施された “何に生きがいを感じるか”という生きがい対象 

調査（労働政策研究・研修機構，2020）において，20 代や 30 代において女性の方が男性

より仕事をすることに生きがい感を感じていることが示唆されていると述べている（熊野， 

2021）。 

そこで本研究では，女性が再就職時に希望した「仕事内容」と「雇用形態」に着目し，

再就職女性のキャリア自己効力感に与える影響を検討する。また，再就職女性のキャリア

自己効力感に着目し，FSSB と WFE との関連について検討することを目的とする。 

 

第 3 章 研究方法 

3.1 調査対象者 

桜美林大学研究活動倫理審査委員会の審査後（承認番号 24029），相模原市立男女共同

参画推進センターソレイユさがみ（以下ソレイユさがみ）を利用する人の中から，再就職

したことある 20 歳から 60 歳までの女性を対象にGoogle form を用いて調査を実施した。ま

た，アイブリッジ株式会社が保有する約 1300 万人のパネル会員のうち，再就職をしたこと 

のある 20 歳から 60 歳までの働いている女性を対象にオンライン上での調査を行った。 

3.2 調査項目 

本調査では，基本情報として「年齢」「婚姻状況」「職種」，実際の再就職先のことについて

「仕事内容が希望にあっている」「希望する雇用形態である」などを単一項目で回答を行った。

調査項目には，（1）生きがい感尺度（熊野，2013），（2）改訂版 WFES-J（原・藤本 

2022），（3）キャリア自己効力感尺度（小泉・朴・平野，2013），（4）FSSB 日本語版尺度

（Eguchi et.al ，2019）を用いた。 

 

第 4 章 結果と考察 

本研究では，再就職時女性が希望した「仕事内容」と「雇用形態」に着目し，再就職女

性のキャリア効力感および、上司の家族支援行動，WFE，生きがい感について差があるか

を独立したサンプルの t 検定を使用し検討した。その結果，「仕事内容」においては，全ての

変数間において希望した仕事内容に就くことができた女性の方がそうでなかった女性よりも

有意に高い得点を示した。また，「雇用形態」においては，全ての変数間において希望した雇

用形態に就くことができた女性の方がそうでなかった女性よりも有意に高い得点を示した。

このことから，子どもや家庭を優先してきた再就職女性にとって仕事内容や雇用形態の一致

度が高いキャリア自己効力感上司の家族支援行動，WFE，生きがい感を高めることが示唆

された。 

構造方程式モデリングの結果から，FSSB は仕事から家庭への充実，家庭から仕事への

充実，キャリア自己効力感の関係を強化する働きを示した。上司が従業員に対して示す家

庭的な支援は，働く人の WFE を有意に高め，キャリア自己効力感にも強く関連を示す結

果となった。また，キャリア自己効力感を向上させるためには FSSB だけではなく，家庭

から仕事への充実が重要であることが示された。 

ブートストラップ法を用いて FSSB から生きがい感に置いての間接効果を検証した。

仕事から家庭への充実を介した間接効果を検証した結果，FSSB から生きがい感に仕事 
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から家庭への充実の間接効果は見られなかった。家庭から仕事への充実を介した間接効果

を検証した結果，FSSB から生きがい感に家庭から仕事への充実の間接効果が見られた。 

Erika（2023）の研究から，子どもや家庭を持つ再就職女性にとっても職場の FSSB が家庭

内環境の良好さ，仕事への良好さに繋がり，生きがいに繋がっているのだと推測する。ま

た，家庭から仕事への充実，キャリア自己効力感を介した間接効果を検証結果，FSSB か

ら生きがい感に家庭から仕事への充実，キャリア自己効力感の間接効果が見られた。 

Gayathri & Karthikeyan（2016）は仕事サポート，自己効力感が仕事から家庭への充実と家

庭から仕事への充実を媒介して人生満足度を高めるという研究結果を述べていることから，

今回の研究結果も同等な結果が見られたと考えられる。 

多母集団同時分析を用いて，希望する「仕事内容」の一致・不一致における差異を検討

し，一致群においては，全ての係数において有意なパス関係が見られた。希望する「仕事

内容」に就くことができた人は，家庭的な上司支援が仕事や家庭に影響を与え，キャリア

自己効力感ひいては生きがい感に繋がることが考えられる。一方，不一致群においては，

家庭から仕事への充実から生きがい感への関連がなかったものの，他のパスには関連が見

られた。これらの結果から，多少の差異はあるものの，「仕事内容」の一致・不一致関係な

く，上司の家庭的な支援があると，再就職女性の WFE やキャリア自己効力感，生きがい

感に繋がることが示された。 

次に，多母集団同時分析を用いて，希望する「雇用形態」の一致・不一致における差異

を検討した。一致群においては，仕事から家庭への充実から生きがい感への関連を除いて，

他全てのパスに関連が見られた。不一致群においては，家庭から仕事への充実から生きが

い感への関連を除いて，他全てのパスに関連が見られた。この結果から，希望した「雇用

形態」に就くことができなくとも，家庭的な上司支援と WFE や自己キャリア効力感に関

連があることが示された。以上の結果から，希望する「雇用形態」の一致・不一致は職場

の支援や家庭的な上司支援により WFE やキャリア自己効力感に関連を見せることが示さ

れた。
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